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重要無形文化財保持者の追加認定について

平成２４年７月２０日（金）に開催される国の文化審議会（会長 宮田亮 平）は、次の事項につい
み や たりょうへい

て文部科学大臣に答申した。

○ 重要無形文化財保持者(人間国宝)の認定 （今回認定４人）

本 県 関 係 １人

重要無形文化財「木工芸」保持者の追加認定
もくこうげい

灰外 達夫 （満７１歳） [金沢市牧町]
はいそと た つ お

昭和３１年から建具の製作に携わって、指物、挽曲等の木工芸を身に付ける。

日本伝統工芸展等において受賞を重ねる。

平成１０年から２３年まで、県立輪島漆芸技術研修所講師。

平成２０年紫綬褒章。



重要無形文化財保持者の追加認定について

１ 今回の答申どおり認定されれば、県内の国指定重要無形文化財は１０件（各個認定（いわゆる

人間国宝）９人、保持団体認定１件）となり、国指定文化財の総数は２１１件となる。

２ 全国の「木工芸」分野の重要無形文化財の認定者は、今回の答申を含めて５件。

（本県では、現在１人（川北良造）。過去には、氷見晃堂（故人）が認定。）

（参考）本県の重要無形文化財

認定年月日 名 称 保持者または保持団体（雅号）

昭和52年４月25日 輪 島 塗 輪島塗技術保存会

平成６年６月27日 木 工 芸 川北 良造

平成11年６月21日 沈 金 前 史雄

平成13年７月12日 釉裏金彩 吉田 稔（吉田 美統）

平成14年７月８日 銅 鑼 魚住 安彦 (三代 魚住 為楽)

平成16年9月2日 彫 金 中川 衛

平成18年9月15日 髹 漆 小森 邦博（小森 邦衞）

平成22年9月6日 友 禅 二塚 長生

平成22年9月6日 蒔 絵 中野 孝一

今回答申 木 工 芸 灰外 達夫

以上 １０件 （各個認定９件、保持団体認定１件）


